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 理科研究主題  

   生徒が見通し，振り返り，実感をともなった理解を促す理科授業の構築 

                             桺澤 真  竹野 晶弘  森澤 貴之 

 

１．これまでの本校理科研究のあゆみ 

本校では，「生徒の素朴概念から立ち上げた授業の工夫」という主題で，①授業の過程を構成する，②

指導計画の工夫をする，③OPP（1 枚ポートフォリオ）を用いた評価という 3 点に焦点を当て H23～H25

の 3 年間研究を行ってきた 1）2）3）。理科の学習において大切なことは，「生徒それぞれが自分の生活体験

などによって得られた素朴概念を科学的概念へと変容・再構成をすること」である。話し合い活動や討論

を行うことで素朴概念が表出させ，科学的概念を構築する。実際に研究を進めていくと素朴概念を科学的

概念へ変容・再構成させることは容易ではなかった。なぜならば，生徒が持つ素朴概念は，全く根拠がな

いものではなく，実体験から得た知識を彼らなりに理解したものであるからだと考える。 

以下にこれまで本校が用いてきた概念規定を一部修正して示す 1）2）3）。 

 

・素朴概念…自然事象に対して，生活経験等から得た彼らなりの根拠を持った知識や考え 

・科学的概念…「科学概念」獲得の導入となる知識や考え方 

・科学概念…現地点で，科学者集団によって支持されている概念 

 

また，H26～H28 の研究では，前年まで

の 3 か年研究を踏まえ，研究主題「実感を

ともなった理解をさせる授業の創造」とい

うテーマを立ち上げた 4）5）6）。本研究では，

特に①授業の過程の構成の部分に注目し，

その中で「深く考える場面（①予想を自分

なりに論理的に精緻化された仮説まで作り

上げる，②観察・実験結果の解釈から自分

の仮説の検証を行い，自然現象を追求する）」

を設定し，視点を変える活動（①話し合い

活動の場面設定，②観察・実験の効果的活

用，③教材・教具の提示）を取り入れた授

業を実践した。実感をともなった理解をさ

せるためには，「深く考える」･「外化」･

「共有」を授業過程で取り入れることが不可欠である。 

研究を通して，生徒は授業を通して「なぜそうなるのか」ということを考えて自然事象をとらえること

ができるようになった。これは，生徒の中で実感をともなった理解が得られたこととなり，大きな成果と

いえる。しかし，研究を進める中で，社会や日常生活，理科以外の教科，理科の他分野，学習したはずの

知識とのつながりを見いだすことに課題が見られた。図１に実感をともなった理解をさせる理科授業の流

れと深く考える授業の関係について示す。 

「実感をともなった理解をさせる授業の創造を目指すことは，生徒が持つ素朴概念を科学的概念へと変

容させていくうえで有効なアプローチ」となる。 

 

2．研究主題設定の理由 

（1）理科において育成を目指す資質・能力 

今回の学習指導要領（2008）の改訂により，中央教育審議会答申で小学校，中学校，高等学校それぞ

れの学校教育において，理科の学習を通して育成を目指す資質・能力の全体像が明確化された。中でも

中学校理科において育成を目指す資質・能力について表 1 に示す 9）。 

 

 

 

 

 
図１ 実感をともなった理解をさせる理科授業の 

流れと深く考える授業の関係 
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表 1 理科において育成を目指す資質・能力の整理 

 

知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等 

○自然事象に対する概念や原理・ 

法則の基本的な理解  

○科学的探究についての基本的

な理解  

○探究のために必要な観察・実験 

等の基礎的な技能（安全への配

慮，器具などの操作，測定の方法，

データの記録・処理等） 

○自然事象の中に問題を見いだ

して見通しをもって課題を設定

する力 

○計画を立て，観察・実験する力 

○得られた結果を分析して解釈

するなど，科学的に探究する力と

科学的な根拠を基に表現する力，

探究の過程における妥当性を検

討するなど総合的に振り返る力 

○自然を敬い，自然事象にすすん

でかかわる態度 

○粘り強く挑戦する態度  

○日常生活との関連，科学するこ

との面白さや有用性の気付き  

○科学的根拠に基づき的確に判

断する態度  

○小学校で身に付けた問題解決

の力などを活用しようとする態

度 

 

また，学習指導要領（2008）の改訂にあたり，中央教育審議会答申において高等学校の理科教育が≪

基礎≫≪応用≫≪発展≫と分けられていることからもより段階的に科学的リテラシーを育成していくこ

とを意識しているといえる。明確化された資質・能力が，それぞれの学校段階で付けさせたい科学的リ

テラシーであるといえるだろう。この中学校段階で科学的リテラシーが完成するわけではなく，段階的

に育成していく必要があると考えられる。 

 

 

(2)「資質・能力の育成のための学習過程について」 

学 習 指 導 要 領

（2008）での理科の目

標では，「科学的な見

方・考え方を養う」と

いう観点からその指

導の充実を図ってき

た。しかし，新学習指

導要領（2017）では，

理科において育成を

目指す資質・能力がよ

り具体的なものに示

された。そのため，資

質・能力を育成するう

えで理科における「見

方・考え方」を改めて

検討し，それらを働かせた授業の実践が求められる。図 2 に，授業（学習過程）の例を示す 10）。中で

も，注目するのは，学習過程の中で行われる「見通し」と「振り返り」である。「見通し」と「振り返

り」は，理科の授業における「見方・考え方」を働かせた授業の構築をするうえで欠かすことのできな

いものであると本校理科部会では考える。しかしながら，図 2 の学習過程の中で謳われている一連の活

動は，すでに本校においても研究・実践が行われてきたものである。それらの蓄積された知見とともに

昨年度研究を行った「見方・考え方を働かせた授業実践」を通して得られた成果と課題も生かし，今年

度の教科研究を行っていく。 

 

(3)実感をともなった理解とは 

昨年度までの本校の研究において，実感をともなった理解をさせる授業とは，以下のように考えている。 

 

生徒自身が科学的な言葉を使用して自然の事物・現象を説明することができるようにしていく授業 

 

 

本年度からの理科研究主題は，昨年度までの研究を深化させたものである。研究を進めるにあたり，実感

 

図 2 資質・能力の育成のために重視すべき学習過程の例 
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をともなった理解とはどういうことか本校による概念規定を示す。 

 

 

実感をともなった理解とは 

その授業における課題に対する結論を，根拠をもって他者に理解できるように自分の言葉で説明するだ

けにとどまらず，これまでの日常的な経験や事象に関わらせながら「なるほど」「わかった」という場面、

局面にたどり着くこと。 

 

 

3．理科研究主題と全体研究との関わり 

全体研究主題は，本年度から『新たな世界を主体的に創造する生徒の育成～「見方・考え方」を働かせ

た学びを通して～』となる。この研究主題のもと，3 年計画で研究を行っていく。この全体研究主題は，

学習指導要領（2008）の改訂が平成 30 年度より移行期間に入り，平成 33 年度から完全実施となることを

見据えたものである。 

今年度から全体研究では，各教科における見方・考え方を働かせた授業づくりを行うこととなった。そ

れを受け，本校理科部会では，「生徒が見通し，振り返り，実感をともなった理解を促す理科授業の構築」

という研究主題を設定した。この研究主題の中にある「見通し」，「振り返る」という活動は，中央教育

審議会理科ワーキンググループにおいて，育成を目指す資質・能力と深い関係があると位置づけられてい

る 10）。つまり，「見通し」，「振り返る」学習活動を行うことは，全体研究主題における見方・考え方

を働かせた学びの一部分を担っており，理科において目指す資質・能力の育成にもつながるのである。一

見すると見方・考え方を働かせた授業とはどのような新しい授業なのかと思ってしまうかもしれないが，

理科の授業における主たる目的が，「科学的概念の構築」にあるということを忘れてはならない。科学的

概念の構築のためには，以下に示す 3 つの活動が大切になってくる。 

 

 

①自分の意見を発表し，他人の意見と比較する 

②他人の考え・意見を受け入れる 

③他人の意見や自分の考えを踏まえ，課題を解決しようと努力する 

 

 

しかし，科学的概念を構築する学習過程において，今まで自分が正しいと信じてきた概念が覆され，正

しい概念とは何なのかという葛藤が生じるかもしれない。そのような葛藤を通して，理科の奥深さや楽し

さを実感し，真実にたどり着く喜びを実感することで理科が好きな生徒が育つと考えられる。 

 

 

（1）資質・能力を育成するための理科における「見方・考え方」について 

新学習指導要領（2017）において，「理科の見方・考え方」を働かせて，必要な資質・能力を育成する

ことが目標とされている。この資質・能力を育成するうえで，重視すべき学習過程（探究過程）のイメー

ジは図 2 に示される。このように，育成を目指す資質・能力の全体像を明らかにした上で，新学習指導要

領（2017）中学校理科の目標も以下の通り変更が加えられた 11）。 

 

自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しを持って観察，実験を行うことなどを通

して，自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次の通り育成することを目指す。 

 

（１）自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基

本的な技能を身に付けるようにする。 

（２）観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 

（３）自然の事物・現象に進んで関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。 

 

中学校理科の目標の変更について，中学校学習指導要領理科編（2017）では，『従来，理科においては

「科学的な見方や考え方」の育成を目標として位置付け，資質・能力を包括するものとして示してきた。

今回の改訂では「見方・考え方」は，資質・能力を育成する過程で働く，物事を捉える視点や考え方とし 
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て全教科等を通して整理されたことを踏まえて示すようにする。」』としている。理科における「見方・

考え方」について，中央教育審議会答申では，以下のように示している 12）。 

 

 

理科における「見方・考え方」（中央教育審議会答申） 

 自然の事物・現象を，質的・量的な関係や時間的・空間的な関係などの科学的な視点で捉え，比較した

り，関係付けたりするなどの科学的に探究する方法を用いて，多面的に考えること。 

 

 

中央教育審議会の答申において，「見方」と「考え方」は区別されたものとなっている。これらを受けて，

研究を進めるにあたり本校理科部会における「見方・考え方」を以下のように概念規定する。 

 

 

本校理科部会で身につけさせたい「見方・考え方」 

自然の事物・現象の中に課題を見出した時，解決するために何に着目するか（見方）。見出した課題を

解決するための方法を考え，その方法で見い出した課題について考えること（考え方）。 

 

 

(2) 「見方・考え方を働かせた理科授業とは」 

「見方・考え方」をどのように働かせるのか。本校理科部会が考える「見方・考え方を働かせた学び」

について以下に示す。まず，生徒は見方・考え方を働かせることによって資質・能力を育むことができる

と考える。また，この資質・能力は，探究の一連の過程を通して育まれるものであり，教師は，生徒に身

につけさせたい資質・能力を育むために重視すべき場面を授業の中に設定する必要がある。 

全体総論において，見方・考え方を働かせた 3 つの場面が述べられている。 

 

 

①「自己と対象世界との対話」は，実験の結果を考察する際に，自分の中で結果を分析して解釈をする

ことで自分なりの考えを形成することができると考えられる。 

②「自己と他者との対話」は，実験結果の解釈の場面で自分の考えを発表したり，他者の考えを受け入

れたり共有することで共通性や相違点に気づくと考えられる。 

③「自己内対話」は，①と②の活動を経て，実験の結果を再度自分の中で分析して解釈をすることで自

分の考えが形成することができると考えられる。 

 

 

実際，「どのように学ぶか」について，「主体的・対話的で深い学び（「アクティブ・ラーニング」の

視点からの学習過程の改善が図られている。理科の「見方・考え方」と「深い学び」について答申では以

下のように記述されている 13）。 

 

 

理科においては，自然の事物・現象について，「理科の見方・考え方」を働かせて，探究の過程を通して

学ぶことにより，資質・能力を獲得するとともに，「見方・考え方」も豊かで確かなものとなると考えら

れる。さらに，次の学習や日常生活などにおける問題発見・解決の場面において，獲得した資質・能力に

支えられた「見方・考え方」を働かせることによって「深い学び」につながっていくものと考えられる。  

 

 

深い学びを実現するには，生徒が学習過程に主体的に取り組まなければならない。そのためには，生徒

自身が自ら目的意識をもって自然の事物・事象に向き合い，探究的に取り組む姿勢が必要になる。そのた

めには，生徒自身が学習を見通したり，自らの学習を振り返ったりすることが大切である。 

このように，「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」は相互に関連し合うものである。つまり，

理科の「見方・考え方」を働かせた学びは，「主体的・対話的で深い学び」の中に位置づけられると言え

る。このことから，理科の「見方・考え方」を働かせた学びは，主体的でなければならない。 
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（3）「見方・考え方」を働かせた学びを通して，理科で目指す具体的な生徒の姿 

前述のことから，「見方・考え方」を働かせた学びを通して，理科で目指す具体的な生徒の姿を以下の

ように考えている。 

 

 

○自然の事物・現象について，協働しながら科学的な根拠をもとに論理的な説明を構成できる生徒。 

○自然の事物・現象を，既存の知識，他の単元，他の教科，社会と関連付けて捉え，科学を学ぶことの面

白さや有用性を実感し，実生活に生かそうとする生徒。 

 

 

（4）見方・考え方を働かせた学びの手立て 

昨年度，「見方・考え方」を働かせた学びについて研究に取り組んできた。昨年度の実践において，取り

組み過程と，生徒の変容の様子から，生徒が理科の見方・考え方を働かせるためには，授業において以下

のような手立てが重要であると考えた。 

 

①生徒に自然の事物・現象に対して疑問を持たせる 

②自然の事物・現象から生まれた疑問について，自分の考えを持たせる 

③対話を通して，自分の説明を根拠づけたり，自分の説明の問題点を把握させたりする 

④生徒自身で学習を振り返って変化に気付き，その変化がなぜ起こったのかを自分で理解させる 

 

 

（5）昨年度の研究の成果と課題について 

中等教育研究会において、2 年生の単元 2「動物の生活と生物の進化」の血液循環についての内容を扱っ

た。本授業においては、①心臓のしくみを、構造と機能を関連付けて説明することができる、 ②心臓によ

る血液循環が生命の維持にどのように関わっているのか仮説を立てることができる、という２つの目標を

掲げ、実践を行った。本時の授業を通して、特に生徒に身につけさせたい資質能力として「思考力・判断

力・表現力等」を考えている。本時における見方・考え方を働かせる場面としては、ヒトの心臓のつくり

を例に挙げ、その構造や機能に注目（見方）させ、心臓の血液の流れやそのしくみを、心臓の構造とその

機能、それらの連続性とも関連付けて推論する、血液の流れを、心臓につながる器官とその機能を関係付

けて推論する（考え方）活動を考えている。 

授業後の生徒のワークシートの記述より、心臓の構造と機能によって血液の流れが生み出されることが

理解できている様子が見られた。生徒のワークシートの記述内容について以下に示す（図 3）。これらの２

人の生徒の最初の記述は簡易なものであり、十分な説明とは言えない。しかし、他者の考えの記述が多く、

他者との交流によって不十分な自分の説明に必要な情報を得ることができたことにより、最終的に、まと

めにおいて自分の言葉に置き換えて説明することができたと推察できる。全員がこのような記述ができた

わけではないが、本時の学習活動において他者と交流する場面の中で、生徒同士で議論し、考えを練り直

す時間を十分に確保していくことが重要であることが示唆された。 
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授業前に実施した事前調査と授業後に実施した事後調査の結果を比較すると、生徒Ａは、授業後に記述

から心臓の働きを生命の維持に必要な「細胞の呼吸」に結びつけてとらえることができていると言える。

また、生徒Ｂは血液を送り出すしくみについて、構造をもとに血液が流れる順序を説明することができて

いている。記述だけからは見取ることができないが、授業者の実感として、心臓のはたらきについて血液

を送り出すしくみから理解し、さらに生命の維持にまで関連付けて説明することができている生徒が多い

と考えられる。以下の図 4に事前調査と事後調査の学年の生徒 2名の結果を示す。 

 

 

事前調査 事後調査 

 

 

事前調査では、心臓によって酸素と二酸化炭素の交換が行われ

ているというミスがある。事後調査では血液の流れと細胞の呼

吸をむすび付けて説明することができている。 

生徒Ａ 

  

図 3 生徒 2名の学習後のワークシートの記述 
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図 4 事前調査と事後調査の学年の生徒 2名の結果 

 

資質、能力の育成のために、見方、考え方を働かせた授業の実践を中等教育研究会で行った。本時の授

業実践の振り返りから、育成された資質、能力をどのように見取るのかという新たな課題が生じた。育成

された資質、能力を見取るための工夫を本校理科部会においても考え、実践を行っていく必要がある。1

月の研究授業において、1 年生の地震の分野で資質、能力を見取るための授業提案を行った。本授業にお

いては、学習過程における生徒の変容を見取る「コンセプトマップ」という思考ツールを用いた。コンセ

プトマップという手法は、生徒にとっての適切な課題設定を教師側からしていかなければ内容が広がりす

ぎてしまうことや自分の考えが変わったきっかけや新たな知識を得たときなどにどのような決まりで色分

けをさせ、記入させるのかなど検討事項が多く、研究として用いるには難しいという考えに至った。来年

度における研究の方向性として、教師側から適切な課題を提示し、生徒の考えが授業のどのきっかけによ

って変化していくのかを見とれるようにしたい。そのためには、ノート、ワークシートに生徒自身に授業

の中で記述させるなどの方法が必要になってくると考えている。また、限られた時間の中で、どのような

形式で、どのようなタイミングで取り入れるかなどを検討していく必要がある。生徒自身が自分の学習に

ついてその記述を基に振り返る場面を増やしていくことも主体的な学びを支援する上で重要になってくる

であろう。 

 

 

（6）理科における学習評価について 

 

現行の理科における学習評価の観点は，「自然現象への関心・意欲・態度」，「科学的な思考・表現」，

「観察・実験の技能」，「自然現象についての知識・理解」の 4 つである。これらの観点を基にして観点

別の評価を行っているが，将来的には 3 観点へと移行していく。それに伴い，理科における 3 観点の評価

あり方や見取りの方法についての研究を進めていく必要がある。そのような背景を受け，評価方法の見取

りについての研究を進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前調査では、心室、心房の名称が記述されているが、血液を

送り出すしくみと関連付けられていない。事後調査では心臓の

つくりと血液を循環させるしくみについての記述がされてい

る。 

生徒Ｂ 
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（7）見方・考え方を働かせた学びの評価の工夫 

全体研究でも述べている通り，指導と評価の一体化を

考慮すれば，見方・考え方を働かせた学びの評価の方法

や在り方についての研究が必要である。今年度，理科部

会では，学習過程や大まかな単元終了時に生徒の思考が

どのように変容していくのかを見取っていきたいと考え

ている。これまでの本校の理科部会における研究におい

て，学習の前後における変容の見取りは行ってきている

が，学習過程や生徒の思考の変容の見取りをすることは

できていない。新学習指導要領（2017）において，育成

すべき資質・能力を評価するには,学習途中における生徒

の思考の過程を把握することが重要になってくると考え

ている。具体的には毎時間の記録，ノート，ワークシー

トなどに，自分自身の考えが変わるきっかけであったり，

影響を与えたりした他者の発言などを色を変えるなどし

て記述させるような方法が必要になってくると考えてい

る。最終的には，生徒自身が課題に対する自分の考えを

記述したものを振り返り，他者との意見交流をすること

で見通し，振り返る場面を増やし，課題解決のために不

足していた情報に気づき，実感をともなった理解にもつ

ながると考えている。 

理科における見方・考え方を働かせた学びを通して，

資質能力が育成されたかどうか見取るために本校理科部

会では，「課題設定の場面とその解決のための見通し，振り返る活動」，「課題について自分自身が考え

る，他者と意見を交流する場面」に注目をした。 

課題設定においては，教師側から「単元全体に関わる課題」，「各章に関わる課題」，「毎時間の授業

における課題」等をそれぞれ適切に設定することで生徒の学習前と学習後における変容を見取ることがで

きると考えた。見通し，振り返る活動は大きく分けて，①毎時間の課題に対する振り返りと②単元全体や

章全体に関わる課題解決のために先の学習内容を見通す，過去にさかのぼって振り返って考えるこの 2 つ

があげられる（図 5）。 

課題について自分自身が考えた上で他者と意見を交流する場面を増やすことで自分にはない新たな視点

に気づき，その交流の場面がきっかけとなり生徒の学習における変容を知ることができると考えた。その

ような生徒の変容を見取り評価につなげていくために，本校理科部会ではワークシートを用いて行う。 

 

 

 

4．研究の仮説 

 

小学校から履修したことをもとに単元ごとの課題設定をする過程で，日常的な経験や既習内容との関連付

けを行い，解決するのに新たな見方・考え方を働かせる必要性に迫られる展開を工夫し，疑問点等を考え

る機会や共有する機会を増やすことにより見通しを持つ場面を設定すると，振り返りの場面における実感

をともなった理解につながるであろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 学習活動における見通し， 

振り返りの場面を増やすモデル図 
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5．研究計画の見通し 

 

全体研究を受けて，1 年目は，理科における見方・考え方を働かせた授業実践を行う。2 年目は，見方・

考え方を働かせた授業の評価・見取りについての研究を行う。3 年目は，これまでの研究を受けての総括

と研究のさらなる深化を目指す。以下に本校理科部会が考える「生徒が見通し，振り返り，実感をともな

った理解を促す理科授業」の流れを図 6 に示す。また，見通し，振り返りの場面を増やす場面についての

説明を図 6 に示す。 

 

 

図 6 本校理科部会が考える「生徒が見通し，振り返り，実感をともなった理解を促す理科授業」の流れ 

 

 

6．今年度の研究テーマ 

「生徒が見通し，振り返り，実感をともなった理解を促す理科授業の構築」に向け，昨年度研究を進め

ていく中で「授業の中で自分自身の考えが変わるきっかけや影響を与えた他者の発言などを記述させるよ

うな方法の構築」，「生徒同士で振り返り，意見を交流する場面設定の必要性とその方法の構築」をする

ことが課題であることが明らかになった。以上のことを踏まえて今年度は， 

 

 

理科の見方・考え方を働かせた学びを通して資質・能力が育成されたかを見取る工夫 

 

としたい。 
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